
　みなさん、こんにちは。大島社協ボランティアセンターです。
　台風 26 号による土砂災害から丸一年が経ちました。これからも皆様
への情報提供を目的に紙面を作ります。ぜひ一読ください。
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　災害など大きなストレスを受けた場合、節目の時期になると、一旦落ち着
いていた感情が甦ったり不調を再び起こすことがあります。これはアニバー
サリー反応といって、異常な事態に対する正常な反応のひとつです。程度
の差はありますが、誰にでも起こり得ます。そういった時は無理をせずに、
ご自身がリラックスできることを行ったり、生活支援相談員に相談してみて下
さい。
　
● ご相談は

　生活支援相談員　草野・小林
開所時間 / 8：30～17：15
土日・祝祭日は休み

台風26号災害から丸一年を迎えました

”キャンドルナイト”開催
10 月 15 日
　　台風 26 号から1 年を迎えるにあたり、大島社会福祉協議会、Shimile、
伊豆大島コミュニティ・ぼらん、kichi 合同でキャンドルナイトを開催しました。
　キャンドルには 2011 年台風 12 号水害で大きな被害を受けた和歌山県那智
勝浦の女子高生が、大島の災害で亡くなられた方々への追悼と復興の願いを
込めて送ってくれた39 個のキャンドルを使いまし
た。そしてキャンドルの周りには「忘れないよ」「安
らかに」などメッセージの書かれたキャンドルカッ
プが並びました。静かに手を合わせる方、じっとロ
ウソクの灯火を見つめる方、さまざまな想いで献灯
されていました。
　「空からみてくれている人達に想いを伝える事が
できる機会をつくってくれて感謝します」とお話しして下さる方もおられました。
　小雨降る中、献灯にご協力下さり本当にありがとうございました。



『広島市土砂災害』支援活動のご報告

　８月 20 日広島市で大雨による大規模な土砂崩れが発生。74 名の方
が亡くなられ、4,000 世帯以上の住宅に被害を及ぼす非常に大きな災
害が起きました。発生、被害の状況が大島と似通っていたこともあり、
大島社協にも住民の方々から「広島のために何かできないか」というお
声が寄せられておりました。そこで島
内で有志を募り、社協職員２名を含
む７名で広島に行き 10 月 8 日、9 日
の 2 日間お手伝いをしてきました。
　広島市では、大島でも長期間に渡
り支援活動をしていただいた災害
NGO 結の前原トムさん及びピース
ボート災害ボランティアセンター (PBV) に現地での活動をコーディネート
してもらいました。８日は PBV が行っている被災地区住民のための炊き
出しに参加、９日は報道でも大きく取り上げられた八木地区の住民さん
と一緒に畑の土砂出し作業をおこないました。また、「広島のために役立

てて下さい」とお預かりした寄附金は、
事務局長の藤田より現地社協に支援金と
してお渡ししました。
　お話しした地元の住民さんからは「よ
うやく片付けが終わり、一息つく住民が
増えてきた。遠く大島からありがとう。広

島も頑張るけーの」とお言葉を頂きました。
　大島から災害支援ボランティア活動に参加して下さった皆さんお疲れ
様でした。広島へのお気持ちを預けて下さった皆さんご寄付ありがとうご
ざいました。
　大島は災害から一年が経ちました。この経験を踏まえ今後の復旧、復
興に役立てていきたいと思います。


